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「情
報
で
つ
な
ぐ
日
本
再
生
の
紳
」
を
テ
!
マ
に
6
月
日
、
日
の
2
日
間
、
東
京
・
大
手
町
の
日
経
ホ
l
ル
で
開
い
た

「世
界
I

C
T
(情
報
通
信
技
術
)
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
1
」

(
日
本
経
済
新
聞
社
主
催
)
は
、

3
月
日
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
向
け
た
I
C
T
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
ソ
フ
ト
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
」

な
ど
、
最
新
の
情
報
通
信
技
術
の
課
題
や
展
望
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
参
加
し
た
I
C
T分
野
の
経
営
者
や
政
策
責

任
者
は
、
今
後
は
ソ
l
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
や
国
際
協
調
が
必
須
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

【第三種郵便物認可】

ク

、
り
、
病
院
が
カ
ル
テ
を
失
っ
た
り

と
、
医
療
現
場
で
様
々
な
混
乱
が

あ
っ
た
。
保
険
証
や
カ
ル
テ
の
電

子
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
め

ば
こ
う
し
た
不
都
合
は
回
避
で
き

る
。戸

籍
な
ど
自
治
体
の
住
民
デ
ー

タ
も
複
数
拠
点
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
必
要
が
あ
る
。
震
災
後
、
富

士
通
に
対
し
海
外
デ
l
タ
セ
ン
タ

ー
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
求
め
る
顧

客
が
増
え
て
お
り
、
富
士
通
も
海

外
デ
l
タ
セ
ン
タ
ー
を
拡
張
し
て

い
る
。
顧
客
企
業
の
事
業
継
続
を

支
援
す
る
に
は
不
可
欠
だ
か
ら

だ。
災
害
の
予
兆
を
と
ら
え
て
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
技
術
開
発
が

重
要
だ
。
セ
ン
サ
ー
技
術
の
発
達

に
よ
っ
て
河
川
の
水
位
や
建
物
の

劣
化
を
監
視
で
き
る
。
こ
れ
ま
で

難
し
か
っ
た
大
量
デ
l
タ
の
有
効

活
用
を
進
め
る
こ
と
で
予
測
範
囲

が
広
が
り
、
精
度
も
あ
が
る
。
例

え
ば
震
災
時
、
車
両
の
通
行
情
報

を
も
と
に
道
路
の
損
壊
状
況
を
詳

細
に
把
握
で
き
る
。

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
(
次
世
代

送
電
網
)
に
大
量
デ
l
タ
活
用
技

術
を
使
う
こ
と
で
、
電
力
の
需
要

と
供
給
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
調

節
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

日
本
が
直
面
す
る
課
題
に
い
ず

れ
世
界
各
国
も
向
き
合
う
。
復
興

を
経
て
再
生
を
果
た
し
た
時
、
日

本
は
そ
の
知
見
を
還
元
す
る
こ
と

が
支
援
し
て
く
れ
た
世
界
各
国
へ

の
恩
返
し
に
な
る
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
拡
張

富
士
通
社
長

山
本
正
巳
氏

T活用を
東
日
本
大
震
災
で
日
本
の
社
会

シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
(
ぜ
い
じ
ゃ
く
)

性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
様
々

な
課
題
が
表
面
化
し
た
。
I
C
T

に
よ
っ
て
解
決
す
る
道
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

健
康
保
険
証
を
な
く
し
た
被
災

者
が
病
院
に
か
か
れ
な
か
っ
た

C 震災復興

ド開発にまい進
る
技
術
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

災
害
だ
け
で
な
く
電
力
、
鉄
道
、

医
療
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
、
予

知
や
予
防
が
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
価

値
を
生
む
よ
う
に
な
る
。

N
E
C

も
様
々
に
貢
献
で
き
る
技
術
を
持

っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
顔
を
認
証
し
、
年
齢

・
性
別
を
判
断
す
る
技
術
は
、
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
i
ジ
(
電
子
看
板
)

な
ど
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
色
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
。「
リ

ア
ル
タ
イ
ム
」
と
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
」
を
実
現
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
・
研
究
に
こ
れ
か
ら

も
ま
い
進
し
た
い
。

将
来
は
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
も

手
が
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
無
駄
に
し
な
い
シ
ス
テ
ム
も

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

NEC社長

遠藤信博氏

今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
活
用

し
て
自
ら
デ
1
タ
を
探
し
に
い
く

の
が
一
般
的
だ
。
だ
が
、
こ
れ
か

ら
の
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
デ
ー
タ
は

消
費
者
な
ど
に
自
動
的
に
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
す
る
女
性
に
似
合
う
服

を
、
本
人
の
特
徴
な
ど
か
ら
す
ぐ

に
提
案
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も

可
能
に
な
る
。
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム

(
即
時
)
」
と

「ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

(
動
的
)
」
が
将
来
の
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
。震

災
で
予
知
・
予
防
・
再
構
築

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。
I
C

T
は
こ
の

g
つ
の
事
柄
に
貢
献
で

き
る
。
あ
る
現
象
を
予
知
す
る
に

は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
デ
l
タ
を

収
集
し
、
過
去
の
膨
大
な
デ
l
タ

と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
l
タ
を
比

較
し
、
そ
の
相
関
関
係
を
読
み
取

ラウ
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日本の動向見守る世界経済立て直しヘ全力

今
年
の
「世
界
I
C
Tサ
ミ
ッ
ト
」

は
震
災
か
ら
3
カ
月
後
の
開
催
で
も

あ
り
、
情
報
の
管
理
や
共
有
が
い
か

に
大
切
か
を
再
確
認
し
た
。
中
で
も

「ツ
イ
ッ
タ
l
」
な
ど
の
ソ
l
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
が
従
来
の
放
送
や
活
字

媒
体
に
加
え
、
被
災
地
支
援
な
ど
ロ

ー
カ
ル
な
需
要
に
対
応
で
き
る
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
に
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と

を
示
し
た
。

会
議
冒
頭
に
講
演
し
た
米
非
営
利

組
織

(
N
P
O
)
ウ
シ
ャ
ヒ
デ
ィ
の

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ハ
l
パ
l
ト
理
事
は

「災
害
時
に
も
ソ
I
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
が
即
戦
力
と
し
て
使
え
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
と
指
摘
。
既
存
メ
デ
ィ

ア
も
ソ
l
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

を
も
と
に
報
道
す
る
な
ど
、
メ
デ
ィ

ア
同
士
の
連
携
が
進
ん
だ
と
も
指
摘

し
た
。一

方
、
住
民
基
本
台
帳
や
診
療
カ

ル
テ
な
ど
が
津
波
に
流
さ
れ
た
反
省

を
踏
ま
え
、
遠
隔
で
情
報
を
管
理
す

る
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

ウ
シ
ャ
ヒ
デ
ィ
も
ク
ラ
ウ
ド
技
術

を
ベ

l
ス
に
し
て
い
る
が

「医
療
情

報
な
ど
を
電
子
デ
l
タ
化
し
ク
ラ
ウ

ド
上
に
保
存
し
て
お
け
ば
、
国
民
に

安
心
・安
全
な
生
活
を
提
供
で
き
る
」

と
N
E
C
の
遠
藤
信
博
社
長
は
発

言
。
「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
」
な
ど
電

子
政
府
の
構
築
が
重
要
な
鍵
を
握
る

と
訴
え
た
。

甲

』上
一

J

図
F

地

に
2
0
0
8年
に
設
立
さ
れ
た
。

3
E

「ウ
シ
ャ
ヒ
デ
ィ
」
と
は
ス
ワ
劃
制

ヒ
リ
語
で

「証
言
」
と
い
う
意
味
邑
ヨ
4

だ
。
ケ
ニ
ア
で
の
暴
動
を
背
景
に

b
m引

政
府
が
メ
デ
ィ
ア
を
規
制
す
る
な
し

H-

か
、
人
々
が
携
帯
電
話
の
シ
ョ

l
L
I
t

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
っ
て
状
況
を
代

ν
、

報
告
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。
一
握
ぺ
一
，

v

り
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
は
な
品
配
μ

く
、
何
千
、
何
万
の
人
々
が
自
身
.
，

ウ
シ
ャ
ヒ
デ
ィ
は
、
被
災
地
な

ど
か
ら
集
ま
る
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
地
図
上
に
表
示
す
る
ソ
フ

ト
技
術
を
世
界
に
無
償
提
供
し
て

い
る
。
ケ
ニ
ア
の
大
統
領
選
後
の

暴
動
の
状
況
を
ネ
ッ
ト
に
記
録

し
、
人
々
が
共
有
す
る
サ
イ
ト
が

立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

長4
ム
停
ド
i
司

A
d
'
4
4
J
 

一宏明
泊
馬

ト
有

T
ニ

T
ミ

N
コ

震
災
で
東
北
を
通
る
国
内
中
継

ケ
ー
ブ
ル
は
3
つ
の
う
ち
2
つ

が
、
米
国
と
日
本
を
つ
な
ぐ
国
際

海
底
ケ
ー
ブ
ル
も
、

5
つ
の
う
ち

4
つ
が
被
災
し
た
。
災
害
に
強
い

通
信
網
の
構
築
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
無
線
や
衛
星
回
線
な
ど
も
活

用
し
て
早
期
に
通
信
を
確
保
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
好
き
な
と
き
に
好
き
な
分
だ

け
利
用
で
き
る
柔
軟
性
が
メ
リ
ッ

ト
だ
が
、
デ
l
タ
を
安
全
な
場
所

に
格
納
す
る
の
で
事
業
継
続
性
の

面
で
も
利
点
が
あ
る
。
例
え
ば
夏

の
節
電
対
策
の
た
め
の
在
宅
勤
務

に
活
用
で
き
る
。
在
宅
勤
務
シ
ス

テ
ム
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
震
災
前

の
5
倍
に
増
え
て
お
り
、

導
入
の

機
運
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
に
当
た
っ
て

安
全
性
を
心
配
す
る
声
は
多
い
。

当
社
は
デ
l
タ
の
重
要
性
に
応
じ

て
従
来
型
の
シ
ス
テ
ム
と
ク
ラ
ウ

ンフラ増強ジアのイ
富
士
通
の
山
本
正
巳
社
長
は
、
震

災
発
生
か
ら
1
週
間
あ
ま
り
で
福
島

県
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
工
場
の
生
産
ラ

イ
ン
を
島
根
県
に
移
管
し
た
事
例
を

紹
介
。
事
業
継
続
計
画

(
B
C
P
)

の
観
点
か
ら
、
部
品
調
達
や
生
産
体

制
を
普
段
か
ら
ネ
ッ
ト
で
管
理
し
て

お
く
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

今
回
の
震
災
で
は
福
島
原
発
の
事

故
が
電
力
不
足
を
招
き
、
首
都
圏
に

も
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
交

通
網
や
労
働
環
境
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
在
宅
勤
務
を
促
す
テ
レ
ワ
l
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
田
沢
由
利
代
表
取

締
役
は

「
こ
れ
を
機
に
ワ
l
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
」
と
語
っ
た
。

‘
震
災
は
日
本
経
済
に
は
深
刻
な
出

来
事
だ
っ
た
が
、

「
I
C
T
に
よ
り
、

こ
の
事
態
を
乗
り
切
れ
ば
、
日
本
の

技
術
力
を
海
外
に
も
誇
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
、
独
ド
イ
ツ
メ
ッ
セ
の
エ

ル
ン
ス
ト
・
ラ
ウ
エ
代
表
取
締
役
は

日
本
へ
の
エ
l
ル
を
送
っ
た
。

世
界
の
新
し
い
技
術
動
向
を
占
う

世
界
I
C
Tサ
ミ
ッ
ト
は
、
今
回
は

日
本
に
焦
点
を
当
て
る
結
果
と
な
っ

た
が
、
逆
に
い
え
ば
、
世
界
中
が
今
、

日
本
の
一
挙
手
一
投
足
を
見
守
ヲ
て

い
る
。
被
災
地
の
復
興
と
日
本
経
済

の
立
て
直
し
を
進
め
る
意
味
で
も
、

I
C
T分
野
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
は

大
き
い
と
い
え
よ
う
。

(
編
集
委
員

関
口
和
一
)

の
体
験
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ウ
シ
ャ
ヒ
デ
ィ
の
サ
ー
ビ
ス

は
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
技
術
や
、
ネ
ッ
ト
大
手
の
地

図
サ
ー
ビ
ス
、

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」
な
ど
各
種
交
流
サ
イ
ト

(
S

N
S
)
、
携
帯
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
組
み
合
わ
せ
た
産
物
だ
。
も
と

も
と
あ
っ
た
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
、
誰
も
が
使
え
る
オ
ー
プ

ン
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
さ

れ
、
世
界
の
ど
こ
か
ら
で
も
利
用

で
き
る
。
東
日
本
大
震
災
で
も
被

災
地
支
援
に
「
ウ
シ
ャ
ヒ
デ
ィ
」

の
技
術
が
使
わ
れ
た
。
多
く
の
人

に
よ
り
、
次
の
レ
ベ
ル
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

ア
ド
を
併
用
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
を
提
案
し
て
い
る
。
手
元
に
な

く
て
構
わ
な
い
シ
ス
テ
ム
だ
け
を

ク
ラ
ウ
ド
に
移
行
す
る
も
の
だ
。

専
用
の
サ
ー
バ
ー
を
用
意
す
る
の

で
は
な
く
、
他
の
利
用
者
と
デ
ー

タ
を
一
緒
に
管
理
し
て
構
わ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
費
用
を
削

減
で
き
る
。

通
信
回
線
か
ら
サ
ー
バ
ー
や
ソ

フ
ト
の
期
間
貸
し
ま
で
ま
と
め
て

提
供
で
き
る
の
が
当
社
の
強
み

だ
。
今
後
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
通

信
イ
ン
フ
ラ
を
増
強
し
て
い
く
。

ア
ジ
ア
は
欧
米
企
業
の
進
出
が
進

む
成
長
市
場
で
日
本
か
ら
も
距
離

が
近
い
。
自
前
で
す
べ
て
を
そ
ろ

え
る
よ
り
も
、

M
&
A
(合
併
・

買
収
)
も
組
み
合
わ
せ
て
、
海
外

事
業
を
加
速
し
て
い
き
た
い
。
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日
本
は
世
界
有
数
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
大
国
だ
が
、
東
日
本

大
震
災
で
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
遮

断
さ
れ
た
。
震
災
後
に
携
帯
電

話
は
約
2
万
9
0
0
0局
の
基

地
局
が
停
止
、
固
定
通
信
は
1

9
4万
回
線
が
断
線
し
た
。
携

帯
電
話
は
固
定
通
信
よ
り
も
復

旧
が
早
く
、
大
手
3
社
と
も
4

月
末
に
は
震
災
前
と
ほ
ぼ
同
じ

エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
で
き
る
状
態

に
な
っ
た
。
震
災
直
後
は
音
声

通
話
の
規
制
が
か
か
っ
た
が
、

デ
ー
タ
通
信
へ
の
影
響
は
少
な

く
究
流
サ
イ
ト
(
S
N
S
)
な

ど
草
の
根
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
活
躍
し
た
。
「
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
」
「
ツ
イ
ッ
タ
!
」
の

K
D
D
l
社
長

ト利用好みの端末で

利
用
者
は
震
災
後
に
増
え
た
。

日
本
の
I
C
T
(
情
報
通
信

技
術
)
は
、
復
興
需
要
を
機
に

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
は
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
だ
け
で
な
く
、

高

機
能
携
帯
電
話
(
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
)
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
、

電
子
書
籍
な
ど
多
彩
な
端
末
が

登
場
し
て
く
る
。
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
活

用
し
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
コ

ン
テ
ン
ツ
を
利
用
者
が
好
み
の

端
末
で
使
え
る
環
境
の
早
期
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。

通
信
網
も
既
存
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
や
携
帯
電
話
、

高
速
無
線

「W
i
M
A
X
(
ワ
イ
マ
ッ
ク

ス
)
」
、
公
衆
無
線
L
A
N
を

併
用
し
、
最
適
な
接
続
方
法
を

自
動
選
択
し
て
利
用
者
が
ど
こ

で
も
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
よ
う

に
す
る
。
様
々
な
機
器
に
計
測

器
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
を
組
み
込

み
、
ネ
ッ
ト
上
に
情
報
を
収
集

・
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
I
C
T

を
活
用
し
た
健
康
や
医
療
、
教

育
、
省
エ
ネ
な
ど
の
実
現
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
。

ネッ

田
中
孝
司
氏

躍有

災害時の通信機能

来斤額雪氏点玄A 

強化

Eヨ【第三種郵便物認可】

印
N
A
S
S
C
O
M
会
長

ソ
ム
・
ミ
ッ
タ
ル
氏

2
0
1
0年
に
イ
ン
ド
に
進

出
し
た
日
本
企
業
は
7
2
5
社

と
、
的
年
の
倍
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
ま
だ
少
な
い
と
個
人

的
に
は
感
じ
て
い
る
。

イ
ン
ド
に
進
出
す
る
日
本
企

業
に
は
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
。
例
え
ば
鉄
道
や
空
港
、
道

路
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
電
子
カ
ル
テ
や
遠
隔
医
療

の
仕
組
み
な
ど
の
医
療
、
小
売

業
で
も
イ
ン
ド
は
日
本
よ
り
遅

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス

の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口
が

減
少
に
向
か
う
日
本
は
、
イ
ン

ド
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結

ぶ
べ
き
だ
。
日
本
は
労
働
集
約

インドと連携を復興ヘ
'Z
23
 

ee 

モ
バ
イ
ル
が
支
え
る
情
報
社
会

辻
村
氏
震
災
直
後
に
音
声

の
通
信
が
つ
な
が
ら
な
く
な
る

な
か
、

メ
ー
ル
な
ど
の
デ
ー
タ

通
信
は
何
と
か
使
え
た
。
N
T

T
ド
コ
モ
は
震
災
を
受
け
、
デ

ー
タ
通
信
の
仕
組
み
を
使
っ
た

音
声
伝
達
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を

始
め
た
。日
本
全
体
と
し
て
も
、

電
力
不
足
を
契
機
に
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
(
次
世
代
送
電
網
)

の
技
術
を
確
立
し
て
世
界
に
提

案
す
べ
き
だ
。

宮
川
氏

震

災
の
時
に
は
数

々
の
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
モ
バ
イ
ル

の
携
帯
電
話
基

地
局
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
設

計
を
上
回
る
津
波
の
被
害
の
ほ

か
、
停
電
に
よ
る
影
響
が
大
き

か
っ
た
。
阪
神
大
震
災
の
時
に

比
べ
、
携
帯
電
話
が
果
た
す
役

割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

情
報
通
信
を
支
え
る
上
で
、

電
力
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
災
害
時
に
は
デ
ー
タ

量
が
増
大
し
て
既
存
の
イ
ン
フ

ラ
だ
げ
で
は
支
え
き
れ
な
い
。

型
で
は
な
く
、
も
っ
と
ス
マ
ー

ト
な
形
で
労
働
す
る
よ
う
変
革

を
進
め
る
べ
き
だ
。
そ
れ
以
外

の
部
分
は
、
イ
ン
ド
の
よ
う
な

海
外
の
労
働
力
に
頼
る
べ
き

だ
。
だ
が
、
日
本
の
若
者
は
む

し
ろ
I
C
T
を
避
け
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
す
み
分

け
が
重
要
だ
。

災
害
時
の
事
業
継
続
計
画

(B
C
P
)
な
ど
復
旧
に
関
わ

る
業
務
を
含
め
た
I
C
T
サ
ー

ビ
ス
は
、
イ
ン
ド
の
得
意
分
野

だ
。
だ
が
、
イ
ン
ド
が
日
本
の

海
外
へ
の
業
務
外
部
委
託
(
B

P
O
)
全
体
に
占
め
る
割
合
は

少
な
い
。

日
本
と
イ
ン
ド
は
す
で
に
包

括
的
経
済
連
携
協
定
(
C
E
P

A
)
を
締
結
し
て
い
る
。
イ
ン

ド
の
1
人
あ
た
り
人
材
コ
ス
ト

は
中
国
よ
り
も
安
く
、
日
本
の

却
i
m
%
程
度
だ
。
日
本
が
震

災
か
ら
復
興
す
る
と
き
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
イ
ン
ド
は
最
適

と
考
え
る
。
他
の
選
択
肢
を
探

す
前
に
、
イ
ン
ド
を
も
っ
と
活

用
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ

ろ
う
。

既
存
の
携
帯
電
話
回
線
だ
け
で

な
く
、
無
線
通
信
、
放
送
波
な

ど
複
数
の
情
報
経
路
を
組
み
合

わ
せ
て
対
応
す
べ
き
だ
。

ワ
ン
氏

携
帯
電
話
機
器
メ

ー
カ
ー
の
中
国
電
訊
(
Z
T
E
)

も
、
四
川
大
地
震
を
き
っ
か
け

と
し
て
通
信
網
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
強
化
す
る
な
ど
設
備
面
で

改
善
を
重
ね
て
き
た
。
当
社
で

は
よ
り
消
費
電
力
を
削
減
し
た

宮
川
氏

携
帯
の
役
割
再
認
識

ワ

ン

氏

省

エ

ネ

設

計

大

切

に

E 
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I
C
T
は
世
界
の
す
べ
て
の

社
会
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら

し
、
老
若
男
女
、
す
べ
て
の
人

た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
影

響
を
受
け
て
い
る
。
シ
リ
ア
の

暴
力
的
な
行
為
が
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
伝
え
ら
れ
、
世
界
が
動

こ
う
と
し
た
。
こ
の
変
化
を
も

た
ら
し
た
の
が
ソ
l
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
。
最
近
の
中
東
な
ど
で

の
動
き
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
ネ
ッ
ト
は
地
政
学
的
な
勢

力
図
を
も
変
え
て
し
ま
う
。

経
済
的
な
影
響
も
大
き
い
。

自
動
車
や
航
空
、
金
融
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
分
野
で
I
C
T
は
生

産
性
を
上
げ
、
変
革
を
も
た
ら

す
。
国
内
総
生
産
(
G
D
P
)

英
文
化
省
l
C
T
政
策
局
長

ナ
イ
ジ
ェ
ル
・
ヒ
ク
ソ
ン
氏

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
開
発
し
た
。

電
力
が
不
足
し
た
際
に
対
応
す

る
た
め
に
は
省
エ
ネ
設
計
も
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
。

デ
ル
リ
オ
氏

欧
州
で
は
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
の
火
山
噴
火
が
記

憶
に
新
し
い
。
通
信
量
が
増
加

し
て
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
状

況
が
起
き
る
な
か
、

S
N
S
な

ど
で
は
比
較
的
情
報
が
得
や
す

か
っ
た
。
企
業
側
も
顧
客
に
対

し
て
S
N
S
な
ど
様
々
な
情
報

提
供
の
あ
り
方
を
講
じ
る
べ
き

だ
。

データ保護の戦略不可欠

へ
も
貢
献
し
て
い
る
。
欧
州
で

は
生
産
性
向
上
の
印
%
は
I
C

T
に
よ
る
も
の
だ
。
.

国
際
通
貨
基
金

(
I
M
F
)

が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
る
な

ど
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
問
題
が

あ
る
。
情
報
を
良
い
目
的
の
た

め
に
使
う
自
由
が
必
要
な
一

方
、
事
新
的
な
ク
リ
エ
i
タ
l

に
報
酬
を
提
供
す
る
必
要
も
あ

る
。プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視
し
、

個
人
デ
i
タ
を
ど
う
保
護
す
る

か
が
重
要
だ
。
ネ
ッ
ト
を
使
う

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
、
慎
重
に

個
人
デ
l
タ
を
扱
う
こ
と
が
不

可
欠
に
な
る
。

こ
の
た
め
に
も
、
英
国
や
日

本
な
ど
各
国
の
政
府
が
デ
l
タ

保
護
の
戦
略
を
持
ち
な
が
ら
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
枠
組
み
の
中
で

協
調
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。競
争
は
続
け
な
が
ら
も
、

デ
l
タ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
で
は
協
調
も
求
め
ら
れ
る
。

ネ
ッ
ト
の
世
界
を
発
展
さ
せ
て

い
く
に
は
、
皆
が

一
緒
に
前
進

す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

、
¥ 

日本発の技術発信を
伊ボンジョルノ会長

マウロ・デルリオ氏

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の

登
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
器
が
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
り
、
携
帯
端
末
と
新
し
い
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

が
融
合
し
て
モ
バ
イ
ル
産
業
は
新
し
い
循
環
に

入
り
つ
つ
あ
る
。

モ
バ
イ
ル
産
業
の
変
化
に
よ
り
、

米
グ
l
グ

ル
や
米
ア
ッ
プ
ル
な
ど

「
エ
コ
シ
ス
テ
ム
(
生

態
系
)
」
を
つ
く
れ
る
企
業
が
躍
進
す
る
一
方
、

通
信
会
社
や
端
末
メ
ー
カ
ー
は
競
合
他
社
と
の

差
異
化
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

日
本
も
革
新
的
な
技
術
を
生
み
出
し
て
き
た

が
、
世
界
に
広
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
外
部
と
の
提
携
な
ど

で
世
界
市
場
を
開
拓
す
る
必
要
が
あ
る
。

ソーシャルメデ、ィアで、つなぐ紳|

す が Sで ト く 要 の 身 子 後 取 ろ 情基るよ食つタ
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に道情、 oな上検報、さ 氏 し 入的のとた 。」 藤
生す報 S海 パ つが証など れ て手 な だ し も そ に 氏
死る源 N 外 l て重すののる S使の情ったのれ対
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かス存 関 近 日、での経たの盤、 み 、は 轟 で

主左手 氏 替 字国禁三宅 。ちと委案是主票ヲ
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アイ
フ
ン

l 
L一
向
上、，
J ‘、
要

ッ
タ

l
意
識
変
化

は
、
誰
も
が
入
手
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

カ
。

原

田

氏

S
N
S
で
は
、

1

人
の
ヘ
ビ
l
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
の

ほ
か
の
利
用
者
を
巻
き
込
む
傾

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
顔
ぶ
れ

ブ

ラ
イ
ア
ン
・
ハ

l
パ
l
ト
・

米

ウ
シ
ャ
ヒ
デ
ィ
理
事
マ
近
藤
正

晃
ジ
ェ

l
ム
ス
・
米
ツ
イ
ッ
タ

!
日
本
代
表
マ
キ
ャ
サ
リ
ン
・

ポ
l
タ
l
・
米
リ
ン
ク
ト
イ
ン

事
業
開
発
担
当
マ
関
治
之
・「
s

i
n
s
a
-
-
-
i
n
f
o
」
総

責
任
者
マ
原
田
明
典

・
ミ
ク
シ

ィ
副
社
長
マ
司
会
川
小
柳
建
彦

.
日
本
経
済
新
聞
社
産
業
部
編

集
委
員

向
が
強
い
。
ミ
ク
シ
ィ
が
開
発

し
た
あ
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
社

員

2
人
か
ら
わ
ず
か
日
時
間
で

1
0
0万
人
ま
で
参
加
者
が
増

え
た
。
放
送
は
1
対
多
、
通
信

は
1
対
ー
だ
が
、
S
N
S
に
は

両
方
の
良
さ
が
あ
る
。

ポ
i
タ
l
氏

リ

ン
ク
ト
イ

ン
に
は
仕
事
上
の
つ
な
が
り
を

求
め
る
約
1
億
人
の
利
用
者
が

い
る
。集
合
知
こ
そ
が
価
値
だ
。

近
藤
氏

震
災
後
に

「
ソ
1

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
こ
な

せ
な
い
人
が
情
報
過
疎
に
陥

る
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
情
報
の
流
通
経
路
の
問

題
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
普
及

期
に
も
同
じ
議
論
が
あ
っ
た
。
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推
進
し
て
き
た
。
今
回
の
震
災

で
2
つ
の
こ
と
が
変
わ
る
と
思

う
。
ひ
と
つ
は
働
き
方
、
も
う

ひ
と
つ
は
テ
レ
ワ
l
ク
の
活
用

に
よ
る
被
災
地
支
援
だ
。

震
災
直
後
は
通
勤
に
問
題
が

生
じ
た
企
業
が
多
か
っ
た
が
、

テ
レ
ワ
i
ク
を
導
入
し
て
い
て

も
制
度
の
問
題
で
機
能
し
な
か

っ
た
企
業
も
多
か
っ
た
。
環
境

を
整
備
し
て
い
た
企
業
は
業
務

の
ω
i
m
%
を
継
続
で
き
た
。

被
災
地
で
雇
用
支
援
を
テ
レ

ワ
l
ク
で
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
被
災
地
の
求
職
者
の

も
な
か
っ
た
。
神
戸
の
反
省
を

生
か
せ
な
か
っ
た
思
い
は
あ

る
。田

沢
氏

I
C
T
(情
報
通

信
技
術
)
を
使
っ
て
在
宅
勤
務

を
す
る
テ
レ
ワ
l
ク
を
初
年
間

l
C
Tが
促
す
日
本
の
再
生

会
津
氏

利
用
者
の
声
吸
い
上
げ
を

田
沢
氏

テ
レ

ワ
ー
ク
で
一
雇
用
支
援

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
顔
ぶ
れ

本
田
敏
秩

・
岩
手
県
遠
野
市
長
マ
会

津
泉
・情
報
支
援
プ
ロ
ボ
ノ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

(iA
S
P
P
)

代
表
理
事
マ
田
沢
由
利
・
テ
レ
ワ
l
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締

役
マ
司
会
H
谷
脇
康
彦
・
総
務
省
情
報
通
信
国
際
戦
略
局
・
情
報

通
信
政
策
課
長

[第三種郵便物認可]

会
津
氏

役
所
の
中
の
情
報

流
通
速
度
が
遅
い
。
だ
か
ら
行

政
に
頼
ら
ず
、
自
分
た
ち
個
人

の
ス
キ
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
し
か
な
い
。
役
所
が
で
き

な
い
と
こ
ろ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か
ら

だ
。
神
戸
(
を
襲
っ
た
1
9
9

5
年
の
阪
神
大
震
災
)
の
時
は
、

当
時
の
神
戸
市
長
が
権
限
を
末

端
に
与
え
る
こ
と
で
職
員
が
自

由
に
動
け
た
が
、
今
回
は
そ
れ

あつの民手しを す置そっ県東
った職の手て支だるづれた沿日遠
た 。員安段も援が 。けは内 岸 本 野
が交を全が情し、 と扇陸部大市
、通現をラ報よ被 も の 部 と 震 の

人規地確ジのう災 呼要を、災地
命制に保オ入と地 応と結被の理
優や派しし しぷ 害 被条
先許遺たか / ~~由九 、 て連が災件
で認す後な 〆ん富 一 、 ¥ の絡比地を
後可るはく ' .""'-- ~歴口較で考
かのし直、 骨子子;できJ' "史だ的あえ
ら聞か接 3 ;~~ \ - 的つ軽るる
許題な、万 ¥必 、ペ / なた微 若 と
可もか市市 、竃文京...， 位 。だ 手

ラジオが頼り
本田敏秋氏

を
取
り
付
け
た
。

そ
れ
で
わ
か
っ
た
の
は
、

「食
べ
も

の
が
な
い
」
と
い
う
切
実
な
状
混
だ
っ

た
。
そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
炊

き
出
し
を
や
っ
た
。
市
の
運
動
公
園
を

開
放
し
て
3
5
0
0人
か
ら
4
0
0
0

人
の
自
衛
隊
員
の
拠
点
と
し
た
。

ム「
も
市
に
は
4
0
0
0人
か
ら
5
0

0
0人
が
滞
在
し
、
支
援
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
わ
か
っ
て
き
た

こ
と
は
が
れ
き
の
処
分
は
市
町
村
の
役

割
な
の
か
、
と
い
う
事
実
だ
。
こ
の
よ

う
な
大
災
害
の
時
は
、
国
や
県
が
そ
の

役
割
を
担
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
市
町

村
に
は
重
す
ぎ
る
負
担
に
思
え
る
。

被災直後
岩手・遠野市長

多
く
は
、
求
人
企
業
が
県
外
に

あ
る
た
め
に
働
け
な
い
。
被
災

し
た
家
族
を
お
い
て
県
外
に
出

ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ
を
な

ん
と
か
し
た
い
。

本
田
氏

地
域
の
生
き
残
り

に
は

I
C
T
の
活
用
が
必
要

だ
。
遠
野
市
か
ら
産
婦
人
料
医

が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
凶
年
に

な
る
が
、
7
年
前
に
I
C
T
を

使
っ
て
母
体
や
胎
児
の
情
報
を

県
外
の
産
婦
人
斜
医
に
送
っ
て

診
断
し
て
も
ら
い
、
現
場
で
は

助
産
師
が
カ
バ
ー
す
る
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
た
。
こ
の
仕
組
み
は

ホ
ワ
イ
ト
ハ
l
ス
ト
氏

(ソ

フ
ト
の
設
計
図
が
公
開
さ
れ
て
お

り
、
自
由
に
改
変
で
き
る
)
オ
ー

プ
ン
ソ
1
ス
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
ク

ラ
ウ
ド
の
基
盤
に
使
わ
れ
て
い

る
。
米
グ
l
グ
ル
や
米
ア
マ
ゾ
ン

.
ド
ッ
ト

・
コ
ム
も
ユ
ー
ザ
ー
だ

が
、
ム
「や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
彼

ら
の
よ
う
な
巨
大
な
ユ
ー
ザ
ー
が

起
こ
す
時
代
に
な
っ
て
い
る
。

レ
イ
氏

(
航
空
業
界
な
ど
)

巨
大
な
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
中
で
は
、
部
品
メ
ー
カ
ー
な

ど
協
力
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み
で
は
、
協
力
企
業
は

技
術
や
知
的
財
産
の
流
出
を
嫌

い
、
情
報
を
出
し
た
が
ら
な
か
っ

た
。
ク
ラ
ウ
ド
の
普
及
に
よ
り
、

クラウドで作る成長基盤

暮らしを変える
クラウドクライアン卜

野
口
氏

太
陽
光
パ
ネ
ル
な

ど
を
取
り
入
れ
、
電
力
を
極
力

使
わ
な
い
で
利
用
で
き
る
端
末

を
開
発
す
る
。
世
界
的
に
も
今

後
5
1
m年
で
ま
っ
た
く
新
し

い
端
末
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

紙
の
よ
う
な
薄
さ
の
液
品
画
面

や
自
動
翻
訳
し
て
く
れ
る
電
子

書
籍
の
実
現
が
考
え
ら
れ
る
。

干
場
氏

世
界
中
に
配
信
で

き
る
の
が
電
子
書
籍
の
利
点。

電
子
書
籍
に
は
多
く
の
規
格
が

;
;
i
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?
:
:
:
!
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漏洩問題など浮上ホワイ ト
ハース卜氏情報共有安全にレイ氏

今
回
の
震
災
で
も
お
人
の
沿
岸

被
災
地
の
妊
婦
が
利
用
し
た
。

会
津
氏

官
民
の
情
報
連
携

と
、
非
営
利
組
織

(N
P
O
)

同
士
の
情
報
連
携
を
も
っ
と
強

化
す
べ
き
だ
。
共
通
の
場
で
い

ろ
ん
な
立
場
の
人
が
協
調
す
る

た
め
に
は
そ
れ
が
必
要
だ
が
、

そ
の
意
味
で
は
今
ま
で
の
I
C

T
政
策
は
利
用
者
の
声
を
吸
い

上
げ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。

そ
も
そ
も
声
を
上
げ
て
い
な
か

っ
た
、
と
い
う
批
判
は
甘
受
す

る
が
、
本
来
の
問
題
は
そ
こ
に

あ
る
。

比
較
的
安
全
に
情
報
を
共
有
で
き

る
環
境
が
で
き
つ
つ
あ
る
の
は
大

き
い
。

イ
ル
グ
氏

企
業
聞
の
競
争
が

1
分
1
秒
を
争
う
段
階
に
突
入
し

て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
の
普
及
と
モ

バ
イ
ル
端
末
の
環
境
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
経
営
者
は
新
鮮

な
情
報
を
使
っ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
決
断
を
下
す
こ
と
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
決
断
に
必
要
な
情
報
は

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
に
入
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

ラ
ウ
工
氏

企
業
は
情
報
を
先

取
り
す
る
た
め
に
展
示
会
に
出
展

し
て
い
る
。
競
争
に
勝
つ
た
め
に

は
リ
l
ド
タ
イ
ム
が
必
要
だ
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
l
ス
ト
氏
ソ
ニ

ー
の
米
国
法
人
か
ら
の
情
報
漏
洩

な
ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
!
に

関
す
る
問
題
が
浮
上
し
て
い
る

が
、
ク
ラ
ウ
ド
と
は
直
接
関
係
な

い
よ
う
に
思
え
る
。
た
だ
、
ヂ
i

タ
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
う

え
、
手
に
入
れ
や
す
く
な
っ
て
い

る
の
も
事
実
だ
。
デ
ー
タ
を
ど
う

守
る
の
か
、
情
報
の
価
値
と
リ
ス

ク
を
経
営
者
に
啓
蒙
す
る
必
要
は

あ
る
だ
ろ
う
。

イ
ル
グ
氏

日
本
発
の
技
術
が

世
界
に
広
ま
ら
な
い
の
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
I
C
T
の
取
り
組
み
が
世

界
で
標
準
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

だ
。
オ
ー
プ
ン
さ
と
柔
軟
性
が
あ

ら
た
め
て
必
要
だ
。
市
場
を
独
占

し
て
は
な
ら
な
い
。
他
の
企
業
が

市
場
に
参
入
で
き
、
競
争
で
き
な

け
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
起
き

な
L

ピ
l
ル
で
き
る
。
た
だ
電
子
書

籍
に
も
弱
点
は
あ
る
。
紙
の
書

籍
の
場
合
は
構
造
を
読
み
解
く

思
考
力
が
必
要
だ
が
、
検
索
だ

と
欲
し
い
情
報
が
容
易
に
手
に

入
っ
て
し
ま
う
。
便
利
だ
が
、

そ
れ
で
い
い
の

台
ヨ
二
巳

h
J
市
包
り
山
而
k
h
p
H刊
文

じ

だ
ろ
う
か
。

gt=同
」

ノ

羽

川

Z
G白
長
均
↓
ヨ
川
目

V
V
7

干
場
氏

電

1

・

子
書
籍
の
利
用

7
k
、

-7』

バ

、

「
/
「
y

;

:

;
:
 

タ
l
」
な
ど
の

ソ
l
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
広
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
作

家
の
ブ
ロ
グ
を
見
て
講
演
会
に

集
ま
っ
た
り
、交
流
サ
イ
ト
(
S

N
S
)
の
読
書
会
で
感
想
を
言

あ
る
が
、
世
界
市
場
を
考
え
た

場
合
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信

す
る
情
報
は
世
界
標
準
に
合
わ

せ
て
横
書
き
で
構
わ
な
い
。
端

末
側
で
日
本
語
に
合
う
縦
書
き

に
調
整
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
。

野
口
氏

端
末
が
自
動
的
に

縦
書
き
と
横
書
き
を
選
別
す
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
作
家
の
意

図
や
ど
ち
ら
が
読
み
や
す
い
か

で
判
別
す
べ
き
だ
。

野
口
氏

大
西
氏

人
脈
図
、サ

l
ビ

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
顔
ぶ
れ

野
口
不
二
夫

・
ソ
ニ
l
・コ
ン
ス
l
マ
l
プ
ロ
ダ
ク
ツ

&
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
・
デ
ジ
タ
ル
リ
!
デ
ィ
ン
グ
事
業
部
長
マ
干
場
弓
子
・
デ
イ

ス
カ
ゲ
ァ
i
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
社
長
マ
大
西
啓
介
・
ナ
ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン
社

長
マ
小
城
武
彦
・
丸
善
C
H
I
ホ
l
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
マ
司
会
日
小
柳
建
彦

・
日

本
経
済
新
聞
社
産
業
部
編
集
委
員

小
城
氏
出
版
市
場
は
同
年

間
縮
小
し
続
け
て
い
る
。
現
実

の
書
庖
は
庖
を
開
け
て
客
を
待

つ
だ
け
だ
っ
た
が
、
電
子
書
籍

の
力
を
使
う
と
読
者
に
直
接
ア

い
合
っ
た
り
す
る
人
は
少
な
く

な
い
。
「
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る

と
紙
の
本
の
読
書
量
が
減
る
」

と
悲
観
す
る
こ
と
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。

大
西
氏

そ
の
日
、
そ
の
時

間
、
そ
の
場
所
で
、
そ
の
人
の

感
情
も
加
味
し
た
最
適
な
ナ
ピ

ゲ
l
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
よ
う

に
な
る
。
S
N
Sと
連
動
し
、

利
用
者
の
特
性
を
吸
い
上
げ
た

人
脈
図
(
ソ
l
シ
ャ
ル
グ
ラ
フ
)

も
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
た

い
。
仮
想
世
界
で
も
風
景
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
が
、
現
実
の
旅
行
が
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
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